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ビッグデータの基本的な解析方法および事例

丸　山　友希夫

1．はじめに

IT革命が起こり 20年以上の月日が経ち， IT社会，情報化社会なるものが形成され，ITは

現代社会において必要不可欠な物となった．そして，近年においては，IT社会の産物とな

るビッグデータが存在し，このビッグデータの解析方法に注目が集まっている．本プロジェ

クトのテーマにある ERP/SCMにおける在庫管理や生産管理において様々なデータや情報が

作り出され，ビッグデータを形成することは言うまでもない．そこで，本論では，企業にお

ける ERP/SCMに関連する管理部門とビッグデータの関わり方を考慮し，ビッグデータの解

析方法について述べる．そして，ビッグデータ分析の事例を示す．ビッグデータ分析の事例

については，企業におけるマーケティング管理に関連すると考えられる事例を扱う．これは，

昼食の満足に関するアンケート調査結果を用い，ビッグデータ解析方法の 1つである因子分

析を用いて，昼食に満足する要因を導出する事例を示す．

2．ERP/SCMとビッグデータと解析方法

本章では，本研究プロジェクトテーマにある ERP/SCMとビッグデータの関連について述

べる．まず，生産管理において ERP（Enterprise Resources Planning）とは，企業資源を有効

活用するための管理手法をさし，SCM（Supply Chain Management）とは，調達から販売ま

での流れを効率化するための管理手法をさす．例として，一般的な製造業における製品作製

工程を図 1に示す．

図 1．製造業における製品作成工程
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図 1に示すように，製造業における一般的な製品作製工程は，開発・企画部門→設計部門

→製造部門→品質管理部門→販売部門となる．この製品作成工程における設計部門において

製造物が決まると原料等が調達され製造が始まる．したがって，原料等の調達を含め製造部

門から販売部門までの管理方法（図 1における斜線で囲まれた部分）が SCMということに

なる．そして，各部門については，開発・企画部門においては企画書が作成され，設計部門

においては設計図が作成され，製造部門においては工程表が作成され，品質管理部門におい

ては品質管理表が作成され，販売部門においては販売リストおよび配送リストが作成される

ように成果物がデータまたは情報となって生じる．また，各部門においては人件費が発生し，

販売部門においては製品を配送する輸送費が発生し，これら全て，すなわち企業資源の管理

方法（図 1における全体）が ERPということになる．さらに，全体の流れを効率化するた

めには，各部門におけるデータまたは情報等を一元化する必要があり，これにより各部門間

においてデータまたは情報の共有が可能となり，最終的には経営者が経営状況等を把握する

ことが可能になる．つまり，全体の流れを効率化する一つの手段として，図 2に示すように

データベースを導入しデータまたは情報を管理することが挙げられる．

図 2．データまたは情報の一元化

そして，このデータベース上のデータまたは情報がビッグデータとなる．一般的な企業の

ERPにおける経営管理項目については，予算管理，購買管理，在庫管理，人材管理，マー

ケティング管理，顧客管理等，様々な管理項目が存在する．そして，これらの管理を行うた

めにデータベース上のデータまたは情報を用いて解析・分析を行い，得られた情報をデータ

ベースに追加する．例えば，マーケティング管理では，自社製品を効率よく売るために，販

売部門において時系列分析等を用いてライバル社製品の売り上げ等の傾向を把握し，この傾

向を基に製造部門へ製品作製数の提案をすることが可能となる．このように，ビッグデータ

の主な解析方法については，クロス集計分析，クラスター分析，因子分析，主成分分析，線

形回帰分析，ロジスティック回帰分析，アソシエーション・バスケット分析等が使用される．
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3．ビッグデータの解析事例

本章では，ビッグデータの解析事例として，昼食に満足する要因分析について挙げる．本

事例の背景には，Suzanneら（2013）によるランチ休憩におけるストレスの増加が創造性を

減退させる可能性があると発表され，ここから，昼食の満足度がランチ休憩を有意義に過ご

す 1つの理由になると考えたことにある．そして，昼食に満足する要因についてアンケート

調査結果を使用し，ビーグデータ解析の 1つである因子分析を用いて昼食に満足する要因を

導出することを試みた．本事例のフローを図 3に示す．

図 3．昼食に満足する要因導出のフロー

図 3に示すように，昼食に満足する要因を導出するために 2回のアンケート調査を実施す

る．1回目のアンケート調査は予備アンケート調査と位置づけし，2回目のアンケート調査

を本アンケート調査と位置づける．そして，本アンケート調査の結果を用いて，昼食に満足

する要因を導出する．

⑴　予備アンケート調査の実施

予備アンケート調査においては，本アンケート調査項目を作成する際のキーワードを得る

ことが目的である．予備アンケート調査内容については，大別して下記する 2つの内容につ

いて作成した．

・昼食で利用する店舗形態，メニュー種類等の動向調査

・昼食を取る際に重視する意識調査

予備アンケート調査項目は，回答者属性（性別，年齢等）以外に 4項目を設定した．実施

した調査の概要は次の通りである．

・調査期間：2016年 4月 12日～4月 19日（1週間）

・調査方式：対面式

・調査対象：10代～40代の男女 6名

予備アンケート調査の結果については簡潔に示すが，昼食を取る際に重視する意識につい
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ては，安さ，店舗までの距離，ボリューム，接客態度，栄養バランスの 5つのキーワードを

得た．

⑵　本アンケート調査の実施

予備アンケート調査結果から得た 5つのキーワードを用い，これまで行ったアンケート調

査項目作成の経験を基に，調査項目を新たに作成した．アンケート調査内容については，大

別して下記する 2つの内容について作成した．なお，本アンケート調査は学生を対象として

いる．

・普段の昼食に対する満足度の意識調査

・学食における昼食に対する満足度の意識調査

まず，1つ目のアンケート調査内容である “普段の昼食に対する満足度の意識調査 ”につ

いては，昼食を取ろうとする際に，学生がどのようなことを考えているかについて，単に昼

食に満足する要因を調査することを目的としている．次に，2つ目のアンケート調査内容で

ある “学食における昼食に対する満足度の意識調査 ”については，学生が実際に学食で昼食

を取ろうとする際に，学生がどのようなことを考えているかについて，学食を限定とした昼

食に満足する要因を調査することを目的としている．これら 2つのアンケート調査におい

て，1つ目のアンケート調査結果からは理想的な昼食に満足する要因を導出することと仮定

し，2つ目のアンケート調査結果からは現実的な昼食に満足する要因を導出することと仮定

する．したがって，昼食に満足する要因について理想と現実の差の傾向を導出する．アンケー

ト調査項目は，回答者属性（性別，年齢等）以外に 6項目（表 1）を設定した．

表 1．本アンケート調査項目（回答者属性以外）

項目番号 項目内容

5 普段昼食として食べたいメニューを下記から選択してください

6 昼食の現状に満足していますか？

7 昼食を飲食店で利用する際に，次の項目についてどれくらい重視しますか？

8 講義期間中に最も利用する学食の施設を 1つ選択してください

9 項目 8で選択した施設を利用する際に，次の項目についてどれくらい重視しますか？

10 自由記述欄

上述した理想的な昼食に満足する要因に関するアンケート項目番号は 7であり，現実的な

昼食に満足する要因に関するアンケート項目番号は 9である．また，これらの項目内容にあ

る “次の項目 ”は同じ項目を設定した．これを表 2に示す．そして，これら 12項目につい

て四者択一方式の評価方法（表 3）を設定した．
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表 2．本アンケート調査項目 7および 9におけるサブ項目

項目番号 項目内容 項目番号 項目内容

1 安さ 7 品揃えの豊富さ

2 接客態度 8 クーポン

3 栄養バランス 9 ボリューム

4 素材の安全性 10 周りの評判

5 高級感 11 店の雰囲気

6 立地場所 12 ポイントカード

表 3.　アンケート調査の評価方法

評価値 評価内容

4 大変重視にする

3 まぁまぁ重視にする

2 あまり重視しない

1 全く重視しない

また，調査項目 8における施設を表 4に示す．

表 4．調査項目 8における施設

項目番号 項目内容 項目番号 項目内容

1 第一食堂 8 パン屋（購買）

2 第二食堂 9 持参弁当

3 みのり寿司 10 出前

4 スチューデントセンター 11 学外の飲食店

5 アルテリーベ 12 コンビニエンスストア

6 弁当販売（第一食堂） 13 自宅

7 購買 14 食べない

実施した調査の概要は次の通りである．

・調査期間：2016年 8月 1日～2016年 8月 30日（1ヶ月間）

・調査方式：配布式

・調査対象：Ｎ工業大学の学生

・配布数　：150部
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⑶　アンケート調査結果

今回のアンケート調査において 150部を配付し，91部（回答率：約 61％）を得た．この

回答から，不備のあるもの（全ての調査項目に回答していない）やきちんと回答されていな

い（全て同じ回答である）ものを省き，有効回答数 85部（有効回答率：約 61％）を得た．

ここから示す調査結果については，この有効回答数 85部の結果を用いる．まず，基本情報

として性別，年齢について，それぞれ図 4および図 5に示す．図 4に示すように，男性 81人，

女性 19人の回答を得た．

図 4．アンケート回答者の性別（単位：人）

図 5．アンケート回答者の年齢

図 5において，横軸は年齢を示し，縦軸は回答者数を示している．図 5に示すように，食

べ盛りの年齢であることがわかる．
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⑷　昼食に満足する要因

まず，アンケート調査項目番号 7の結果から “理想的な昼食に満足する要因 ”を導出する．

はじめに，アンケート調査結果について表 3に示したように数値化する．その結果の一部を

表 5に示す．

表 5.　調査項目番号 7の結果の数値化（一部）

そして，表 5に示した結果を用いて因子分析を行った．因子分析の結果における固有値と

寄与率を表 6に示し，そのスクリープロットを図 6に示す．表 6および図 6に示すように，

固有値が 1以上，累積寄与率が 0.5以上となる因子数 3を今回の分析から推定した．

表 6�．理想的な昼食に満足する因子分析結果（固
有値，寄与率）
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図 6．理想的な昼食に満足する因子分析結果（スクリープロット）

 

 

 

さらに，推定した 3因子について各項目番号の因子負荷量の結果について表 7に示す．

表 7．理想的な昼食に満足する因子負荷量

表 7において，因子負荷量が正の数値は，プラスの方向に影響し，因子負荷量が負の数値

はマイナスの方向に影響することを意味する．因子 1に帰属する項目は，素材の安全性，栄

養バランス，立地場所の 3項目となり，これらの因子負荷量は負の数値である．したがて，

素材の安全性は重視せず，栄養のバランスも重視せず，立地場所も重視しないことを意味す

る．したがって，因子 1を “自己欲求 ”と命名する．同様に，因子 2に帰属する項目からは，

価格がキーワードとして挙げられる．したがって，因子 2を “価格 ” と命名する．因子 3に

帰属する項目からは，店舗の環境がキーワードとして挙げられる．したがって，因子 3を “店

舗環境 ”と命名する．

次に，アンケート調査項目番号 9の結果から “現実的な昼食に満足する要因 ”を導出する．

表 5で示したように，アンケート調査結果を数値化し，この結果を用いて因子分析を行った．
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因子分析の結果における固有値と寄与率を表 8に示し，そのスクリープロットを図 7に示

す．

表 8�．現実的な昼食に満足する因子分析結果（固
有値，寄与率）

図 7．現実的な昼食に満足する因子分析結果（スクリープロット）

 

 

 

表 8および図 7に示すように，固有値は 1以下となっているが 1以上とみなし，累積寄与

率が 0.5以上となる因子数 3を今回の分析から推定した．さらに，推定した 3因子について

各項目番号の因子負荷量の結果について表 9に示す．表 9に示すように，因子 1に帰属する

項目は，ボリューム，安さの 2項目となり，コストパフォーマンスがキーワードとして挙げ

られる．したがって，因子 1を “コストパフォーマンス ”と命名する．同様に，因子 2に帰

属する項目からは，立地場所がキーワードとして挙げられる．したがって，因子 2を “立地

場所 ”と命名する．因子 3に帰属する項目からは，店舗の環境がキーワードとして挙げられ

る．したがって，因子 3を “店舗環境 ”と命名する．以上より，理想的な昼食に満足する要



－ 38 －

因と現実的な昼食に満足する要因を表 10にまとめる．

表 9．現実的な昼食に満足する因子負荷量

表 10．昼食に満足する因子の命名

表 10に示すように，今回のアンケート調査結果においては，理想的な昼食に満足する要

因と現実的な昼食に満足する要因が異なる傾向を示すことが分かる．特徴な点については，

理想的な昼食に満足する要因において，価格が 2番目の要因になっていることである．以前，

他のプロジェクト研究において消費者購買行動に関する研究においても，食料品店を選ぶ要

因についても価格は 1番目の要因ではなかった．つまり，人々は購買する際には価格を一番

気にしているわけではないことが，今回のアンケート調査結果においても同様の結果となっ

た．また，今回の現実的な昼食については，大学における学食を対象にしたため，学食にお

いてはコストパフォーマンスを求めていることが昼食に満足する 1番の要因となる傾向と

なった．

このように，昼食の満足に関するアンケート調査結果を用いて因子分析を適応することに

より，人々の意識傾向を導出する事が可能となり，この分析結果を基にさらなるマーケティ

ング活動等に役立てることが可能となる．

4．まとめ

本論では，ビッグデータの基本的な解析方法を示し，その事例を示した．ビッグデータ解

析の事例として，今回は昼食の満足に関するアンケート調査結果を用い，ビッグデータ解析

の 1つである因子分析を適応した．そして，理想的な昼食に満足する要因と現実的な昼食に
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満足する要因について導出した．今回示した事例では，大学の学食における昼食を対象とし

たため，因子分析より導出した現実的な昼食に満足する要因については，学食に関連する要

因が導出されたと考える．つまり顧客ニーズについて要因を導出することができたことにつ

ながる．これは，ERP/SCMとの関連においては，マーケティング管理，顧客管理に関連す

るものと考えられる．さらに，このマーケティング管理，顧客管理において，例えば新規店

舗を展開する際に応用することが可能になるほか，在庫管理，購買管理，倉庫管理における，

例えば食材の発注，食材の消費の予測等にも応用することが可能になることが考えられる．

今後の課題については，ERP/SCMにおける関連する管理間（例えばマーケティング管理

と在庫管理）について効率の良い解析方法の提案を行っていくことが挙げられる．
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